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「敬
けい

老
ろう

の日」のはじ
まりをしらべてみよう。

今から75年ほど前、その当
とう

時
じ

、八千代町になる前の野
の

間
ま

谷
だに

村の村長だった門
かど

脇
わき

政
まさ

夫
お

さんが、おとしよりの方を
うやまい、感

かん

謝
しゃ

する日をつくろうと考えました。
その考えは、「としよりの日」となって各

かく

地
ち

にひろがり
ました。今では誰もが知っている国民の祝

しゅく

日
じつ

となった
「敬老の日」です。

このように多可町は“おとしよりのみなさん”に感謝す
る新しい文化を広めるきっかけをつくったまちなのです。

八千代プラザの前には、「敬老の日」をつくったまちで
あることをしるした記

き

念
ねん

の大きな石
せき

碑
ひ

がたっています。
「敬老の日」には、多可町はもちろんのこと、日本中の

まちで“敬老会”が開
ひら

かれています。

故 門脇政夫さんの話

私の親は、私を大事に育
そだ

ててくれ
ました。その親をないがしろにする
なんてとんでもない。だれもが、い
つかは老

お

いる。おとしよりを大切に
してもらいたい。そうすればやがてその人自

じ

身
しん

も大切
にしてもらえるのだという信

しん

念
ねん

があったのです。だか
ら、当時のおとしよりをそまつに扱

あつか

う考えががまんで
きませんでした。村長として、老

ろう

人
じん

を大切にする政
せい

治
じ

をしていこうと考えました。
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お
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加西市生まれ。昭和22年より野間谷村村長、八千代村長をつとめ、敬老の日制定に大きくこう
けんする。その後、県会議員として社会につくし、「人にやさしい県会さん」として親しまれる。
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みなさんが住んで
いる地域の敬老会を調
べてみよう。

多可町では、「敬老の日」を祝
いわ

って、町が開く「敬老会」
と各集落で開く「敬老会」の二つの方法で行っています。
町では、77歳

さい

以上の方を対
たい

象
しょう

にベルディーホールで、
歌や踊

おど

り、手作りの料
りょう

理
り

などで感謝のつどいが開かれてい
ます。
各集落では75歳以

い

上
じょう

の方を対象に、公
こう

民
みん

館
かん

などで婦
ふ

人
じん

会
かい

の方を中心に、手作りの料
りょう

理
り

や出しものなどで感謝のつ
どいを行っています。

今の敬老会の様子（町の敬老式典から） 昔の敬老会の様子（昭和29年ころの敬老会）

おばあちゃんへ

　おばあちゃん、いつもやさしくしてくれてありがとう。いつも私の話を笑顔で聞いてくれてありがとう。 
両親がいそがしい時に、大好物のカレーを作ってくれてありがとう。おばあちゃんは、料理も洗濯も何でもできるので、
すごいです。朝から晩まで織物の機械を動かし、一生けんめいに仕事をしている姿は、かっこよくて尊

そんけい

敬しています。
　おばあちゃんの家に行くと必ず一緒に、おじいちゃんのお墓参りに行きます。私は、おじいちゃんに、学校での生活
や願い事を心の中で話してます。

「おじいちゃん。おばあちゃんは元気にしているから安心してね。織物工場は、おばあちゃんが、
おじいちゃんの分までがんばって守っているよ。おじいちゃん、これからもおばあちゃんや私た
ちを天国で見守っていてね」
　おばあちゃん、いつまでも元気で長生きしてね。足が痛いのが少し心配だけど、これからは私
がおばあちゃんを助けるからね。おばあちゃんのようにみんなから尊敬される大人になりたいで
す。
　おばあちゃん。これからもずっと一緒にいようね。おばあちゃん、大好きです。

（敬老の日制定50周年記念式典「おばあちゃんへの手紙」より抜粋）

「敬老の日」が定
さだ

められるまでー
昭和22年　野間谷村で初めて「敬老会」が開かれる。その後、敬老の考えが各地にひろがる。
昭和25年　 兵庫県の祝日として9月15日が「としよりの日」として定められる。
昭和41年　国民の祝日として「敬老の日」が定められる。

844 かわってきた人々のくらし




